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クモ類 ＜クモ目 ユウレイグモ科＞ 愛知県：絶滅危惧ⅠＢ類 （国：リスト外） 
ARACHNIDA ＜ARANEAE CPHOLCIDAE＞ AICHI：EN （JAPAN：－） 

アケボノユウレイグモ Belisana akebona (Komatsu) 

 
【選定理由】 
 山間部の石垣・崖地・洞窟な
どの暗所に生息するが、どの生
息地においても個体数は少ない。
近年、道路工事や、生息環境の
乾燥化等の影響で生息域が縮小
し、個体数の減少が懸念される。 
 
 
 
 
 
 

【形 態】 
 体長 2〜3mm。各脚が非常に
長い。眼は 6 眼で左右に 3 眼ず
つの 2 群になっている。腹部は
丸く後方で高まる。背面に 3～4
対の斑紋があるが、色彩に変化
が多く斑紋のない個体もある。 
 
 
 
 
 

【分布の概要】 
 岡崎市（旧額田町）、豊橋市、新城市（旧鳳
来町）、北設楽郡設楽町に分布する。 
 国内では、本州、四国、九州に分布する（新
海ほか, 2018）。 
 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 湿った暗所を好み、石垣のすき間や崖地の
くぼみ、洞窟の壁面などに不規則網を張り、
網の上部に静止する。 
 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 洞窟（嵩山蛇穴）、湿り気のある崖地、石垣
の隙間、トンネル内などの暗所に生息する。
北設楽郡設楽町における 2006～2015 年の調
査では、生息を確認することができなかった。 
 

【保全上の留意点】 
 崖地の工事は生息場所が消滅する危険度が高く、最大限の配慮が望まれる。石垣の修復はすき間
を設けるように施工することが望まれる。 
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（緒方清人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡崎市(旧額田町)石原町(闇苅渓谷), 2007 年 5 月 23 日, 緒方清人 撮影 

県内分布図 
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